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1 はじめに

　デジタルカメラの液晶ファインダを通して

見ることで秘密画像が浮かび上がるチェッカパ

ターンキャリアスクリーン画像 [1]が提案され

ている．この復号処理は液晶ファインダへの表

示におけるサンプリング処理を利用しているた

め撮影距離が復号の鍵となる．また，復号用ソ

フトウェアを用いることで，スマートフォンな

どのカメラ付き携帯情報端末を用いた復号も可

能である．このようにソフトウェアによる復号

処理を考慮することで，撮影距離や傾きなどの

物理情報を鍵とした復号が可能で，かつ秘匿性

の高い暗号画像の生成が可能であると考えられ

る．そこで本研究ではスマートフォンなどのカ

メラを利用した復号を想定した画像の暗号化手

法として，撮影した画像を複製し，特定の方向

にずらして重ね合わせることで秘密画像を復号

できる自己復号型ランダムグリッドを提案する．

2 自己復号型ランダムグリッドの生成

　提案手法では，1枚のランダムグリッドを複

製し，位置をずらして重ね合わせたときにすべ

ての画像が重なり合う領域で秘密画像が復号さ

れる．ここでは重ね合わせる画像が 3枚の場合

について説明する．まず，Fig. 1に示すように

画像を非復号領域 A0 と復号領域 A1 に分割す

る．x1，y1および x2，y2（x1 ≥ x2，y2 ≥ y1）は

重ね合わせる画像の水平・垂直方向の移動量を

表す．まず，A0 を白黒のランダムパターンと

する．また，A1の各画素を Ri+x1, j+y2 と表すと，

復号時に重なり合う画素は Ri, j+y1 および Ri+x2, j

と表せる．A1 の各画素 Ri+x1, j+y2 は，Ri, j+y1 お

よび Ri+x2, jとA1と同サイズの秘密画像の各画

素との XNORによって生成する．この生成処

理は，復号時に重なり合う 2つの画素が生成済

みである画素から順に行われる．
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Fig. 1: Area division of image.
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Fig. 2: Self-decryptable random grid: (a) random

grid, (b) superimposed result of two images, and

(c) superimposed result of three images.

提案手法により生成したランダムグリッドを

Fig. 2(a)に示す．画像サイズは 128 × 128画素

とした．Fig. 2(b)に水平方向に 10画素移動し

たランダムグリッドを元のランダムグリッドに

重ね合わせた結果を示す．重ね合わせる画像 2

枚の場合は復号することができないことがわか

る．Fig. 2(b)の結果に対して垂直方向に 20画

素移動したランダムグリッドを重ね合わせた結

果を Fig. 2(c)に示す．3枚のランダムグリッド

を重ね合わせることで秘密画像が復号される．

3 まとめ

　特定の方向にずらした画像を複数枚重ね合わ

せることで秘密画像が復号される自己復号型ラ

ンダムグリッドの生成手法を提案した．復号に

必要な条件を満たしたときに秘密画像が復号で

きることを示した．

[1] R. Shogenji, et al., Opt. Rev., 16 (2009) 517.

第76回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2015 名古屋国際会議場)14p-2E-7 

© 2015年 応用物理学会 03-223


